
 

 

 

 

概念・定義  
 

 右または左の冠状動脈が瘻の血管を介して直接心、または大血管腔に

開いている。短絡が多く肺高血圧を合併する場合には乳児期に多呼吸、

体重増加不良などの心不全の症状を生じる。短絽が少ない場合には小児

期には心臓の雑音を呈するだけで、特別の症状はない。心内膜炎予防、

心不全、心筋虚血、瘻の破裂リスクが治療適応である。小さな瘻血管の

治療適応はない。年齢とともに瘻血管は拡大する傾向があるので、ある

程度以上の瘻血管なら治療適応がある。治療は、カテーテルで塞栓術か、

手術で結紮する。術後、抗血小板薬や抗凝固薬が必要なこともある。術

後、冠動脈血栓で突然死することもある。瘻の血管が比較的小さいとき、

冠動脈の拡大が無いときは、予後は良好である。治療後も大きな瘻血管

や冠動脈が残存するときは、予後不良のことがある。  

 

症状  
 

告示 
番号 69 慢性心疾患  

疾病名 冠動脈瘻  

 

冠動脈瘻  
 

かんどうみゃくろう 
 

 

 

 本症の 90％までは、比較的短絡が少なく、肺/体血流量比は 2以下であ

る。この場合には肺動脈圧、右心圧は正常である。短絡が多く肺高血圧

を合併する場合には乳児期に多呼吸、体重増加不良などの心不全の症状

を生じる。短絽が少ない場合には小児期には心臓の雑音を呈するだけで、

特別の症状はない。しかし成人、特に 40歳過ぎになると労作時の呼吸困

難や疲労、心不全の症状などが増加する。雑音は通常連続性雑音が胸骨

下部左縁（右室に開口する場合）または、右縁（右房に開口する場合）

にきかれる。左室に開口する場合には主に拡張期雑音がきかれる。脈拍

は bounding に触れる。時に胸痛などの虚血症状がみられる  

 

治療  
 

 心内膜炎予防、心不全、心筋虚血、瘻の破裂リスクが治療適応である。

小さな瘻血管の治療適応はない。年齢とともに瘻血管は拡大する傾向が

あるので、ある程度以上の瘻血管なら治療適応がある。 

 治療は、カテーテルで塞栓術か、手術で結紮する。術後、抗血小板薬

や抗凝固薬が必要なこともある。術後、冠動脈血栓で突然死することも

ある  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/4_59_82.html 

 


